
地
元
第
３
部
は
午
前
６
時
か

ら
機
庫
前
で
式
を
行
い
、
松
井

淳
部
長
が
「
新
入
団
員
一
人
を

迎
え
、
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
た

い
」
と
決
意
を
示
し
、
倉
掛
と

夏
目
の
自
治
連
合
会
長
ら
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

井
原
分
団
は
午
前
７
時
か
ら

井
原
小
学
校
体
育
館
で
、
市
団

は
同
10
時
か
ら
市
民
会
館
で
式

典
を
行
い
、
新
年
を
祝
っ
た
。

倉
掛
少
年
団
防
火
ク
ラ
ブ
も

参
加
し
た
市
中
パ
レ
ー
ド
は
正

午
に
倉
掛
を
出
発
。
向
町
に
至

る
市
街
地
で
防
火
を
呼
び
掛

け
、
午
後
１
時
か
ら
住
民
が
見

守
る
中
、
小
田
川
河
川
敷
で
勇

壮
な
一
斉
放
水
を
披
露
し
た
。

第
３
部
は
２
月
１
日
の
井
原

分
団
操
法
訓
練
大
会
へ
向
け
て

冬
季
練
習
に
入
り
、
防
火
・
防

災
体
制
の
強
化
を
図
る
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど

え
～
る
が
手
話
体
験
講
座
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
受
講
者
を

募
集
し
て
い
る
。

本
年
度
内
は
２
月
８
日
と
３

月
８
日
の
２
回
を
予
定
し
て
お

り
、
と
も
に
日
曜
日
の
午
後
１

時
30
分
～
同
３
時
30
分
。

井
原
市
聴
覚
障
害
者
協
会
と

つ
ど
え
～
る
の
主
催
で
、
講
師

は
同
協
会
の
鳥
越
裕
子
さ
ん
と

井
原
手
話
サ
ー
ク
ル
の
片
山
久

美
子
さ
ん
。
都
合
が
つ
く
日
だ

け
の
受
講
も
可
能
で
無
料
。
来

年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

つ
ど
え
～
る
関
係
者
は
「
手

話
は
習
っ
て
み
た
い
が
自
分
に

で
き
る
か
不
安
、
続
け
ら
れ
る

か
分
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
人

た
ち
の
た
め
の
体
験
講
座
で

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
、
多
数
の
申
込
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

窓
口
は
つ
ど
え
～
る
事
務
局

（
６
２

－

９
０
９
０
）

倉
掛
自
治
会
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
使
っ
た
「
偽
装
・
な
り

す
ま
し
メ
ー
ル
」
が
不
特
定
の

人
た
ち
に
届
い
て
い
る
と
し

て
、
倉
掛
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
で

は
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

こ
れ
は
倉
掛
自
治
会
か
ら
発

信
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
見
せ
る

偽
装
メ
ー
ル
で
、
受
信
者
を
安

心
さ
せ
て
メ
ー
ル
を
開
封
さ
せ

た
り
、
返
信
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
も
の
。

自
治
連
合
会
の
佐
能
敏
政
広

報
友
愛
部
長
は
「
こ
う
し
た
ケ

ー
ス
を
含
め
、
不
審
な
メ
ー
ル

に
対
し
て
は
返
信
や
添
付
フ
ァ

イ
ル
を
開
い
た
り
せ
ず
、
速
や

か
に
削
除
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
倉
掛
自
治
会
が
メ
ー

ル
で
物
品
販
売
や
勧
誘
を
行
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
し

て
い
る
。
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（１）

〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／細羽正敏

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

井
原
市
消
防
出
初
式
が
１
月
18
日
に
挙
行
さ
れ
、

団
員
ら
は
市
中
パ
レ
ー
ド
や
放
水
訓
練
な
ど
、
数
々

の
祝
賀
行
事
に
臨
ん
だ
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

偽
装
・
な
り
す
ま
し
メ
ー
ル

部 長 松井 淳（夏目）

副部長 丸山 裕二（倉掛）

副部長 瀬藤 慎二（倉掛）

会 計 片山 敬悟（夏目）

会 計 西山 喬士（夏目）

消防班長 塚原 一徳（夏目）

厚生班長 井上 浩伸（夏目）

機械班長 三嶋 紀之（倉掛）

水源班長 増成 智也（夏目）

組 長 片岡 憲一（倉掛）

団 員 妹尾 英明（夏目）

団 員 田中 利樹（倉掛）

団 員 田中 達也（倉掛）

団 員 翁 良輔（夏目）

団 員 今井 豊（倉掛）

団 員 松本 大（夏目）

団 員 川相 智正（夏目）

団 員 妹尾 英哲（倉掛）

団 員 竹内 誠（夏目）

団 員 和原 賢一（夏目）

※カッコ内は関係地区

防
災
体
制
を
強
化

松井部長が第３部牽引

第

３

部

団

員

名

簿

受
講
者
募
集
中

郷
社
足
次
山
神
社
で
１
月
１
日
、
新

年
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
。

今
年
初
の
祭
典
開
始
は
午
前
零
時
。

大
山
秀
憲
宮
司
の
体
調
都
合
で
３
日

間
、
神
官
を
代
行
し
た
芳
井
町
の
山
室

晶
史
宮
司
が
地
域
の
平
穏
無
事
を
祈
る

神
事
を
執
り
行
い
、
自
治
連
合
会
役
員

ら
が
拝
礼
し
た
。

参
道
に
は
足
元
を
照
ら
す
竹
灯
篭
を

自
治
連
合
会
の
松
井
憲
司
さ
ん
ら
が
設

置
。
山
本
勝
己
さ
ん
、
渡
辺
伸
太
郎
さ

ん
、
山
岡
秀
男
さ
ん
、
川
相
勝
さ
ん
ら

に
よ
る
お
で
ん
や
ぜ
ん
ざ
い
の
ホ
ッ
ト

な
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
、

参
詣
人
ら
は
斎
灯
の
周
り
で
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し
て

い
た
。

郷 社 新 年 祈 願 祭

ホットな住民接待も

パ

レ

ー

ド

や

放
水
訓
練
実
施

つ

ど

え

～

る

手
話
体
験
講
座

倉掛自治会
Ｅ - m a i l

毎
年
好
評
な
元
旦
接
待
＝
郷
社
境
内

消防出初式

少
年
団
も
パ
レ
ー
ド
に
参
加



師
走
恒
例
の
倉
掛
少
年
団
ク

リ
ス
マ
ス
会
が
12
月
７
日
、
地

元
の
幼
稚
園
児
や
３
年
以
下
の

小
学
生
を
招
待
し
て
井
原
公
民

館
で
開
か
れ
、
約
70
人
が
参
加

し
た
。

午
後
１
時
、
育
成
会
の
渡
辺

伸
太
郎
会
長
が
「
準
備
し
た
出

し
物
な
ど
で
し
っ
か
り
楽
し
み

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
照
明
が

消
さ
れ
、
女
子
団
員
が
扮
し
た

女
神
二
人
の
入
場
に
合
わ
せ
て

「
き
よ
し
こ
の
夜
」
の
曲
が
流

れ
る
中
、
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
、
全
員
で
声
高
ら

か

に

「
メ

リ

ー

ク

リ

ス

マ

ス
！
」
。
一
斉
に
ク
ラ
ッ
カ
ー

を
鳴
ら
し
て
今
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

最
初
は
「
ダ
メ
よ
ー
ダ
メ
ダ

メ
」
で
流
行
語
大
賞
を
獲
得
し

た
日
本
エ
レ
キ
テ
ル
連
合
の
女

性
お
笑
い
コ
ン
ビ
に
扮
し
た
育

成
会
長
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
。
続
い
て
５
年
生
「
箱
の
中

身
は
何
だ
」
、
４
年
生
「
風
船

割
り
」
、
育
成
会
「
く
ら
か
け

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
４
」
、

６

年

男

子

「

○

×

ク

イ

ズ
」
、
６
年
女
子
「
借
り
物
競

争
」
の
順
番
で
出
し
物
が
行
わ

れ
、
大
人
の
奇
抜
な
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
や
踊
り
に
参
加
者
は
ビ
ッ

ク
リ
。
約
２
時
間
30
分
の
賑
や

か
な
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
楽
し
ん

だ
。サ

ロ
ン
あ
す
は
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
12
月
７
日
、
午
前
10
時
か

ら
つ
ど
え
～
る
で
開
か
れ
、
会

員
38
人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
妹
尾
一
成

会
長
が
「
き
ょ
う
は
ク
イ
ズ
や

ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
。
こ
の
日
は
ゲ

ス
ト
を
招
か
ず
役
員
ら
が
企
画

進
行
。
「
海
に
面
し
て
い
な
い

県
は
７
つ
あ
る
。
正
解
か
？
」

「
面
積
が
２
番
目
に
広
い
県
は

長
野
県
か
？
」
と
い
っ
た
質
問

を
出
し
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
相

談
し
て
答
え
る
ク
イ
ズ
で
正
解

す
る
と
賞
品
を
出
す
な
ど
し
て

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
後
半
に
は

参
加
者
全
員
に
様
々
な
景
品
が

当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
、
笑
い
の
絶
え
な
い
90
分
間

を
過
ご
し
た
。

閉
会
挨
拶
で
中
島
知
子
副
会

長
が
「
来
年
も
元
気
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
」
と
締
め
く
く

り
、
昼
前
に
散
会
し
た
。
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1/28  倉掛学友団・役員会

2/ 1  井原分団消防操法訓練大会

2/ 1  井原分団第３部試運転日

2/ 1  井原線Ｄｅ得得市

2/ 8  つどえ～る手話体験講座

2/14  資源の日 7：30～9：00

古紙古着・廃食油回収

2/14  倉掛自治会・臨時総会

2/14  倉掛自治連合会

役員会＆防犯パトロール

2/22  倉掛少年団入退団式

3/ 1  井原分団第３部試運転日

3/ 1  全国健康マラソン井原大会

3/ 8  つどえ～る手話体験講座

3/14  倉掛自治会・決算総会

3/15  井原市消防操法訓練大会

4/ 2  郷社清掃 8：00～

4/ 4  郷社まつり

4/11  倉掛自治会・予算総会

◎ 倉掛パソコンクラブは毎週土日開催

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報

倉掛の友愛部員5人と愛育委員5人が来年度

から１年任期の輪番制になる見通し。昨年度

で婦人会が解散したことによる措置。倉掛の

25の自治会を5ブロックに分け、1ブロックを

五つの自治会で構成する。5年毎に順番が回

ってきた組は、友愛部員と愛育委員を各１名

選出する。兼務も可。2月14日の臨時総会で

今年の各組自治会長に具体案を示す予定。

倉掛自治連合会は次年度の活動計画を立て

るにあたり、地域問題等に関する意見を求め

ている。騒音・公衆街路灯・道路改修といっ

た環境や防災・防犯・広報など、自治連合会

が果たせる役割を調査研究し、改善策を講じ

るのが目的。窓口は倉掛自治連合会役員及び

倉掛新聞編集委員会（つどえ～る内）。

食
肉
の
生
産
・
加
工
・
販
売

を
メ
イ
ン
に
井
原
へ
進
出
し
た

㈱
な
か
や
ま
牧
場
の
総
合
食
品

ス
ー
パ
ー
・
ハ
ー
ト
井
原
店
が

昨
年
、
「
イ
イ
ニ
ク
」
に
因
む

11
月
29
日
、
オ
ー

プ
ン
し
た
。

午
前
９
時
前
に

入
口
が
開
く
と
同

時
に
多
く
の
買
い

物
客
が
店
内
に
入

り
、
記
念
セ
ー
ル
の
目
玉
商
品

や
神
石
ブ
ラ
ン
ド
の
牛
肉
な
ど

を
買
い
求
め
た
。

屋
上
に
は
「
祝
開
店
ハ
ー

ト
」
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
。
駐
車

場
は
臨
時
も
含
め
す
べ
て
満

杯
。
入
口
に
は
行
列
が
で
き
、

店
舗
周
辺
も
大
賑
わ
い
。

倉
掛
の
女
性
の
一
人
は
「
ハ

ー
ト
が
井
原
へ
で
き
た
こ
と
は

様
々
な
面
で
プ
ラ
ス
。
長
い

間
、
井
原
市
の
中
心
部
分
に
空

洞
が
で
き
て
い
ま
し
た
か
ら

ね
。
今
夜
は
さ
っ
そ
く
焼
肉
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

㈱
な
か
や
ま
牧
場
は
岡
山
県

と
広
島
県
に
計
３
カ
所
の
肉
牛

肥
育
施
設
を
所
有
し
、
直
営
ス

ー
パ
ー
形
式
の
ハ
ー
ト
は
福
山

市
内
に
７
店
舗
あ
っ
て
、
井
原

が
８
号
店
。
岡

山
県
へ
の
出
店

は
初
め
て
。
本

社
は
福
山
市
駅

家
町
法
成
寺
。

こ
の
商
業
施

設
は
、
福
山
市
の
介
護
福
祉
事

業
者
が
旧
ポ
ニ
ー
を
取
得
後
に

ビ
ル
を
解
体
し
、
新
店
舗
を
建

設
。
核
テ
ナ
ン
ト
に
ハ
ー
ト
井

原
店
が
入
っ
た
も
の
。

駅
前
通
り
に
賑
わ
い

３８人参加で活気
サロンあすはクリスマス会

「
ダ
メ
よ
ー
ダ
メ
ダ
メ
」

ハ

ー

ト

井

原

店

オ

ー

プ

ン

効

果

■各組から友愛部員と愛育委員を選出

■「地域問題についてご意見を」

箱
の
中
身
を
当
て
る
団
員
＝
井
原
公
民
館

ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
参
加
者
＝
つ
ど
え
～
る

移
動
販
売
業
者
に
よ
る
物
干

し
竿
な
ど
の
高
額
請
求
ト
ラ
ブ

ル
が
相
次
い
で
い
る
と
し
て
、

井
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
で

は
市
民
に
注
意
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。

購
入
前
に
現
物
や
領
収
書
発

行
の
確
認
を
す
る
こ
と
は
無

論
、
価
格
等
に
納
得
が
い
か
な

い
場
合
は
、
は
っ
き
り
断
る
こ

と
が
大
切
と
い
う
。

高
額
物
干
し
竿

１
本
？
万
円
！

消
費
生
活
相
談
窓
口


